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米
・
中
力
の
せ
め
ぎ
合
い
に
変
貌

―
ア
ジ
ア
重
視
に
転
換
し
た
米
戦
略
―

米
軍
の
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
が
明
確
に
さ
れ
た
。
米
国
は
中
国
を
軍
事
的
に
封
じ
込
め
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
で
の
地

域
覇
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
は
米
中
に
よ
る
「
力
の
せ
め
ぎ
合
い
」
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

川上 高司
拓殖大学海外事情研究所教授

オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
一
一
年
十
一

月
十
七
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
で

「
ア
ジ
ア
地
域
を
最
優
先
と
す
る
」
と
米

国
の
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
を
宣
言
し
た
。
そ

れ
か
ら
半
年
以
上
が
経
ち
ア
ジ
ア
で
は
、

米
国
対
中
国
と
の
パ
ワ
ー
争
い
が
一
層

鮮
明
と
な
り
緊
迫
し
た
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

そ
の
後
、
国
防
総
省
か
ら
「
米
国
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
指
導
力
の
堅
持
―
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
国
防
の
優
先
順
位
」

（Sustaining
U
.S.
G
lobal

L
eader-

ship
:P
riorities

for
21st

C
entury

D
efense

）」
と
題
す
る
新
国
防
戦
略
が

二
〇
一
二
年
一
月
五
日
に
出
さ
れ
、
米

軍
の
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
が
明
確
に
さ
れ

た
。
米
軍
の
新
戦
略
は
、
そ
の
直
後
の

翌
日
に
同
じ
く
国
防
総
省
か
ら
出
さ
れ

た
「
予
算
の
優
先
順
位
と
選
択

（D
efense

B
udget

P
riorities

and

C
hoices

）」
と
読
み
併
せ
る
と
全
貌
が

明
ら
か
と
な
る
。

こ
こ
で
パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
は
、
米

国
の
今
後
十
年
の
国
防
戦
略
の
指
針
と

な
る
と
し
た
う
え
で
、
三
点
を
強
調
し

た
。
第
一
点
は
、
米
軍
態
勢
の
戦
時
か

ら
平
時
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
米
国
は
二

〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
（
９
・
11
テ
ロ
）
以
降
十
年
余
り

に
わ
た
り
テ
ロ
と
の
戦
い
を
継
続
し
イ
ラ

ク
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
米
軍
を
駐
留
さ

せ
て
戦
時
体
制
を
維
持
し
て
き
た
。
そ

の
部
隊
を
撤
収
す
る
。
そ
の
結
果
、
米

軍
の
陸
上
兵
力
を
今
後
五
年
で
陸
軍
を

五
六
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
四
九
万
人
に
、

海
兵
隊
を
二
〇
万
二
〇
〇
〇
人
か
ら
一

八
万
二
〇
〇
〇
人
へ
と
削
減
し
、
テ
ロ

と
の
戦
争
以
前
の
二
〇
〇
一
年
の
水
準

に
近
づ
け
る
。
こ
れ
は
米
軍
態
勢
の
抜

本
的
な
変
化
と
な
る
。

第
二
点
は
、
今
後
の
米
軍
の
戦
い
方

の
変
化
で
あ
る
。
パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官

は
新
国
防
戦
略
の
目
指
す
将
来
の
米
軍

の
主
要
エ
レ
メ
ン
ト
を
、
①
米
軍
は
小

規
模
で
ス
リ
ム
化
さ
れ
、
機
敏
で
柔
軟

性
に
富
み
、
緊
急
展
開
が
可
能
と
な
り
、

最
新
技
術
を
取
り
入
れ
る
。
そ
の
結
果
、

米
軍
は
最
精
鋭
な
も
の
と
な
る
、
②
世

界
中
で
潜
在
的
問
題
が
あ
る
場
所
へ
投

入
で
き
る
よ
う
米
軍
の
態
勢
と
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
再
編
し
、
中
国
と
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
を
米
国
の
有
利
と
な
る
よ
う
リ
バ
ラ
ン

ス
（rebalance

）
さ
せ
る
、
③
同
盟
国

関
係
の
強
化
と
新
た
な
友
好
国
を
確
保

す
る
、
④
ど
の
よ
う
な
時
、
い
か
な
る
場

所
で
も
敵
か
ら
の
攻
撃
を
打
ち
負
か
し

立
ち
向
か
う
、
⑤
技
術
お
よ
び
新
た
な

能
力
を
守
り
、
投
資
を
行
う
、
と
い
っ

た
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
米
軍
が
大
規
模
な
地
上

米
軍
の
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
と

戦
い
方
の
変
化
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国　際

軍
を
投
入
す
る
と
い
う
従
来
の
戦
い
方

を
改
め
、
陸
上
で
は
特
殊
作
戦
部
隊
や

無
人
機
な
ど
を
中
心
と
し
、A

ir-Sea
（
海
空
）
軍
主
体
の
遠
距
離
精
密
打
撃
や

サ
イ
バ
ー
、
宇
宙
か
ら
陸
上
の
潜
在
敵

国
や
テ
ロ
リ
ス
ト
を
攻
撃
す
る
戦
闘
形

態
へ
と
転
換
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
結

果
的
に
脅
威
に
対
し
て
前
方
か
ら
後
方

に
軍
を
移
動
さ
せ
、
遠
方
か
ら
戦
力
を

投
射
す
る
攻
撃
に
重
き
を
置
く
戦
略

（O
ff
Shore

Strategy

）
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
効
率
的
に
米
軍

が
優
位
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
目
標
と

す
る
こ
と
で
米
国
は
地
域
覇
権
を
維
持

す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
の
点
は
、
国
防
予
算
の
削
減
で

あ
る
。
予
算
教
書
で
は
オ
バ
マ
大
統
領

は
五
年
間
で
二
五
九
〇
億
ド
ル
（
約
二

〇
兆
円
）
の
予
算
削
減
を
報
告
し
た
。
た

だ
二
〇
一
一
年
八
月
二
日
に
米
議
会
で

予
算
管
理
法
（B

udget
C
ontrolA

ct

）

が
通
過
し
た
た
め
、
二
〇
一
三
年
一
月

以
降
、
米
軍
は
国
防
費
を
今
後
十
年
間

で
四
八
七
〇
億
ド
ル
（
約
三
七
兆
五
〇

〇
〇
億
円
）
以
上
削
減
せ
ね
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
行

政
府
の
決
め
た
二
五
九
〇
億
ド
ル
に
加

え
て
十
年
間
で
七
四
六
〇
億
ド
ル
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
米
軍
戦
略
の
見

直
し
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
安
全
保
障
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
が
「
厳
し
い
選
択
、

緊
縮
財
政
下
の
責
任
あ
る
国
防
」（H

ard

C
hoices-R

esponsible
D
efense

in

an
A
ge
of
A
usterity

）
の
中
で
提
示

し
た
四
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
参
考
に
な
る
。

第
一
は
「
再
配
備
と
リ
セ
ッ
ト
」（
国
防

予
算
を
十
年
間
で
三
五
〇
〇
〜
四
〇
〇

〇
億
ド
ル
削
減
）
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

こ
の
削
減
額
は
現
状
維
持
が
可
能
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
脅
威
へ
の
米
軍
の
対
処

能
力
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
第

二
は
「
抑
制
さ
れ
た
世
界
的
プ
レ
ゼ
ン

ス
」（
五
〇
〇
〇
〜
五
五
〇
〇
億
ド
ル
削

減
）
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

米
国
は
死
活
的
国
益
の
あ
る
地
域
（
中

東
お
よ
び
ア
ジ
ア
）
を
優
先
し
、
他
の
地

域
の
リ
ス
ク
は
許
容
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
予
期
せ
ぬ
脅
威
へ
戦
略
投
射
能

力
お
よ
び
地
上
部
隊
能
力
は
維
持
さ
れ

る
。
第
三
は
「
選
択
的
レ
バ
レ
ッ
ジ
」（
六

五
〇
〇
〜
七
〇
〇
〇
億
ド
ル
削
減
）
の

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
・

西
太
平
洋
と
中
東
・
ア
ラ
ビ
ア
湾
の
国

益
の
防
御
に
焦
点
を
当
て
る
が
、
大
き

な
リ
ス
ク
の
あ
る
地
域
と
重
要
度
の
低

い
地
域
か
ら
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
減
少

す
る
。
第
四
は
「
経
済
重
視
の
軍
事
力
」

（
八
〇
〇
〇
〜
八
五
〇
〇
億
ド
ル
削
減
）

の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
米

国
本
土
に
脅
威
を
与
え
る
敵
に
対
す
る

攻
撃
能
力
は
維
持
さ
れ
る
が
、
そ
の
他

の
地
域
で
は
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
大
規
模
紛
争
で
は

米
軍
は
多
大
な
損
害
を
被
る
可
能
性
が

あ
る
う
え
、
同
盟
国
は
米
国
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
に
疑
問
を
抱
き
、
地
域
が
不

安
定
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
の
行
政
府
の

削
減
額
は
第
一
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
り
十

分
に
現
状
維
持
で
き
る
が
、
議
会
の
予

算
管
理
法
が
強
制
的
に
発
動
さ
れ
た
場

合
は
、
前
述
の
第
四
の
シ
ナ
リ
オ
が
当

て
は
ま
る
こ
と
と
な
り
、
米
国
パ
ワ
ー

の
相
対
的
低
下
が
顕
著
と
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
施
行
は
、
二
〇
一
三
年

以
降
と
な
る
た
め
次
期
大
統
領
が
主
導

権
を
と
り
無
効
と
す
る
か
、
あ
る
は
米

議
会
で
二
〇
一
一
年
予
算
管
理
法
を
無

効
に
す
る
法
律
を
提
出
し
可
決
さ
れ
れ

ば
な
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
幅
な

軍
事
費
の
削
減
を
し
な
け
れ
ば
米
国
の

衰
退
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
は
六
月
二
日
、

世
界
各
国
の
国
防
大
臣
が
集
う
Ｉ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
（
英
国
戦
略
研
究
所
）の
シ
ャ
ン
グ
リ

ア
会
議
で
、
新
国
防
戦
略
の
詳
細
を
説

明
し
た
。
一
月
に
発
表
さ
れ
た
新
国
防

戦
略
は
一
六
ペ
ー
ジ
し
か
な
く
そ
の
詳
細

は
定
か
で
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
狙
い

が
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
は
、「
米

国
は
台
頭
す
る
中
国
を
に
ら
み
な
が
ら
米

国
の
軍
事
的
軸
足
（Strategic

P
ivot

）

を
ア
ジ
ア
に
移
し
、
中
国
と
の
リ
バ
ラ

ン
ス
（rebalance

）
を
め
ざ
す
」
と
踏

み
込
ん
で
説
明
を
行
っ
た
。

ゲ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
台
頭

す
る
中
国
を
ヘ
ッ
ジ
（
封
じ
込
め
）
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
新
国
防
戦
略
で
は
「
長

期
的
に
み
て
、
中
国
の
地
域
大
国
と
し

て
の
台
頭
は
米
国
の
経
済
お
よ
び
安
全
保

障
に
つ
き
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
明
記
し

た
。
米
国
は
台
頭
す
る
中
国
を
軍
事
的

に
ヘ
ッ
ジ
し
な
が
ら
ア
ジ
ア
地
域
で
の
地

域
覇
権
を
維
持
す
る
。
そ
の
た
め
米
軍

は
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
米
軍
の
接
近

を
阻
止
す
る
中
国
の
接
近
阻
止
・
領
域

国
防
費
の
削
減

米
国
の
対
中
戦
略

―
ヘ
ッ
ジ
と
封
じ
込
め
―
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拒
否
（A

nti-A
ccess

A
rea
D
enial

:

A
2A
D

）
能
力
を
に
ら
み
な
が
ら
陸
軍

と
海
兵
隊
を
削
減
す
る
一
方
、
エ
ア

ー
・
シ
ー
（
空
軍
力
と
海
軍
力
）
と
サ
イ

バ
ー
お
よ
び
宇
宙
へ
の
増
強
を
行
う
。

す
な
わ
ち
、
米
軍
は
①
中
国
の
持
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
兵
器
、
対
衛
星
兵
器
、
妨

害
電
波
お
よ
び
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
を
併

用
し
た
米
国
の
衛
星
（
Ｉ
Ｓ
Ｒ
、
通
信
、

赤
外
線
）
を
無
効
化
す
る
能
力
、
②
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
連
続
同
時
発
射
攻
撃
と

地
上
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃
、

航
空
機
攻
撃
も
併
用
し
在
日
米
軍
基
地

や
グ
ア
ム
基
地
等
を
攻
撃
す
る
能
力
、

③
対
艦
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
対
艦
地
上
発

射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
で
、
大
陸
か
ら
一
五

〇
〇
km
以
内
の
米
軍
と
同
盟
国
艦
艇
を

攻
撃
し
て
耐
え
ら
れ
な
い
損
害
を
与
え
、

同
距
離
内
を
「K

eep-out
zone

」
と

し
て
米
側
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
能
力
を

オ
フ
セ
ッ
ト
（
相
殺
）
す
る
エ
ア
ー
・
シ

ー
・
バ
ト
ル
能
力
お
よ
び
態
勢
を
と
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
軍
事
的
な
ヘ
ッ
ジ
の
み
で

な
く
、
地
政
学
的
な
対
中
封
じ
込
め
を

行
う
こ
と
を
狙
う
。
新
国
防
戦
略
で
は

日
本
や
韓
国
な
ど
同
盟
国
の
一
層
の
支

援
を
求
め
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
の
Ｑ

Ｄ
Ｒ
２
０
１
０
で
は
「
テ
ー
ラ
ー
ド
・

デ
ィ
タ
ー
ラ
ン
ス
（
適
合
抑
止
）」
と
し

て
、
米
軍
の
前
方
展
開
を
併
せ
持
つ
同

盟
国
と
友
好
国
（
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ

ー
）
か
ら
な
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
（
対
中
包
囲
網
）
を
強
化
す

る
と
述
べ
て
い
る
。
米
国
は
こ
こ
で
バ

ッ
ク
・
パ
ッ
シ
ン
グ
を
行
う
た
め
バ
ッ

ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
数
を
増
や
し
、
中

国
包
囲
網
を
形
成
し
抑
止
を
強
化
す
る
。

そ
し
て
、
パ
ネ
ッ
タ
国
防
長
官
は
ア

ジ
ア
に
お
け
る
対
中
包
囲
網
の
リ
ス
ト
を

発
表
し
た
。
対
中
包
囲
網
を
行
う
第
一

リ
ス
ト
に
日
本
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
を
米
国
の

中
核
的
同
盟
国
（K

ey
allies

）
と
し

て
、
第
二
の
リ
ス
ト
に
イ
ン
ド
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
核
的

パ
ー
ト
ナ
ー
（K

ey
partners

）
に
挙

げ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
米
中
と
の
等

距
離
外
交
を
と
っ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
米
国

の
陣
営
に
引
き
寄
せ
、
米
国
と
軍
事
協

力
を
緊
密
化
し
て
対
中
包
囲
網
を
形
成

す
る
。

し
た
が
っ
て
、
米
国
が
ど
れ
く
ら
い

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

（
中
国
包
囲
網
）
を
強
固
に
作
り
上
げ
維

持
で
き
る
か
が
今
後
の
ア
ジ
ア
情
勢
に
直

結
す
る
。
も
し
、
米
国
が
ア
ジ
ア
で
の

中
国
と
の
地
域
覇
権
競
争
に
負
け
れ
ば
、

オ
フ
シ
ョ
ア
・
バ
ラ
ン
サ
ー
と
な
り
ア
ジ

ア
地
域
か
ら
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
は
日
本

に
と
り
由
々
し
き
状
況
と
な
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
日
本
の
選
択
肢
は
中
国
に
対

し
て
軍
事
力
増
強
を
行
う
か
、
中
国
と

同
調
す
る
か
（
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
）
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
冷
戦
時
代
に
経
済

と
軍
事
で
そ
れ
ぞ
れ
真
っ
向
か
ら
対
立

し
た
米
ソ
関
係
と
は
異
な
り
、
現
在
の

米
中
関
係
は
経
済
で
は
相
互
依
存
が
深

化
し
、
軍
事
で
は
競
合
相
手
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
ア
ジ
ア
で
は
経
済

と
安
全
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
こ

れ
ま
で
と
は
異
な
る
戦
略
環
境
が
生
ま

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ア
ジ
ア
諸
国
は
安

全
保
障
で
米
国
、
経
済
で
中
国
に
多
く

を
依
存
す
る
環
境
で
、
安
全
保
障
と
経

済
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
と
い
う
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。

現
在
、
中
国
か
ら
脅
威
を
受
け
て
い

る
米
国
の
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
、

ア
メ
リ
カ
と
共
に
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
同
盟
を

形
成
し
て
い
る
。
今
後
、
中
国
は
米
国

の
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
少
し
で
も

多
く
自
ら
の
陣
営
へ
と
引
き
込
も
う
と

す
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
経
済
力
お
よ

び
軍
事
力
が
米
国
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
米
国
の
バ
ッ
ク
・
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
へ
の
影
響
力
行
使
も
ま
す
ま

す
増
え
て
く
る
に
違
い
な
い
。

米
中
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
は
南
シ
ナ
海

を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

南
シ
ナ
海
に
お
い
て
中
国
と
利
害
関

係
を
持
つ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、「
島
嶼

国
」
の
ブ
ル
ネ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
「
非
島
嶼
国
」
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
に
分

か
れ
る
。
当
然
な
が
ら
島
嶼
国
が
中
国

と
領
土
・
権
益
で
争
っ
て
い
る
。
中
国

と
は
「
南
沙
（
ス
プ
ラ
ト
リ
ー
）
諸
島
」

に
つ
い
て
は
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ

レ
ー
シ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
が
、

「
西
沙
（
パ
ラ
セ
ル
）
諸
島
」
に
つ
い
て

は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
台
湾
が
そ
れ
ぞ
れ
争

っ
て
い
る
。

米
国
の
ア
ジ
ア
回
帰
に
と
も
な
い
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
島
嶼
国
は

米
国
と
再
接
近
を
果
た
し
、
米
国
の
パ

ワ
ー
を
背
景
に
中
国
と
の
対
立
を
激
化

し
て
い
る
。
逆
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ラ
オ

ス
な
ど
の
非
島
嶼
国
は
中
国
か
ら
の
経

米
中
の
代
理
戦
争
に
終
わ
っ
た

Ａ
Ｒ
Ｆ
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外
相
会
議
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
創
設
以
来
、

初
め
て
声
明
採
択
が
出
せ
な
い
ま
ま
に

閉
幕
し
た
。

中
国
に
軍
配
が
あ
が
っ
た
一
因
は
、

中
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
完
全
に
と
り
こ
ん
だ
こ
と
、

ま
た
、
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
を
め
ぐ
る
中
比

の
争
い
に
米
国
が
積
極
的
な
介
入
姿
勢

を
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結

果
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
会
議
の
直
後
の
七
月

十
五
日
に
は
中
国
海
南
省
の
漁
船
三
〇

隻
が
漁
業
監
視
船
の
護
衛
を
つ
け
、
南

シ
ナ
海
の
南
沙
諸
島
近
辺
に
到
着
し
て

操
業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
十
七
日
に

中
国
政
府
は
、
南
沙
、
西
沙
、
中
沙
の

三
諸
島
を
管
轄
す
る
「
三
沙
市
」
を
発

足
さ
せ
市
議
会
の
設
置
準
備
を
始
め
た
。

ま
た
、
二
〇
一
三
年
ま
で
に
三
六
隻
の

大
型
海
洋
監
視
船
を
中
国
は
建
造
し
、

南
シ
ナ
海
な
ど
の
監
視
強
化
に
あ
て
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
米
中
に
よ
る
ソ
フ
ト
・

パ
ワ
ー
と
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
を
併
せ
た
ス

マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
の
行
使
を
通
じ
た
「
力

の
せ
め
ぎ
合
い
」
と
い
う
様
相
に
ア
ジ
ア

は
変
貌
を
と
げ
て
き
て
い
る
。
米
国
の

パ
ワ
ー
が
低
下
す
る
一
方
で
中
国
の
パ

ワ
ー
が
向
上
し
、
近
い
将
来
に
お
け
る

二
つ
の
パ
ワ
ー
の
拮
抗
の
様
相
が
見
え

て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
的
相
互

依
存
が
深
ま
る
一
方
で
軍
事
的
競
合
関

係
が
高
ま
る
「
力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

（P
aradox

of
P
ow
er

）」
関
係
に
陥
っ

た
状
況
で
は
、
米
中
の
大
国
間
の
戦
争

は
発
生
し
な
い
が
周
辺
国
で
あ
る
中
小

国
と
の
紛
争
勃
発
の
可
能
性
は
高
ま
る
。

こ
の
状
況
下
で
は
米
国
と
中
国
は
お
互

い
に
脆
弱
で
あ
る
た
め
相
互
抑
制
機
能

が
働
く
と
同
時
に
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
と
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

中
国
は
南
シ
ナ
海
お
よ
び
東
シ
ナ
海

に
お
い
て
米
国
の
「
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
」

の
程
度
を
見
極
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
も

し
、
米
国
の
十
分
な
戦
略
的
軸
足

（Strategic
P
ivot

）
の
移
動
が
こ
れ
ら

の
地
域
に
は
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、

中
国
は
そ
の
「
力
の
真
空
」
地
帯
に
戦

力
を
投
射
し
「
既
成
事
実
化
」
を
着
々

と
行
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
南
シ
ナ
海

で
起
き
る
こ
の
よ
う
な
中
国
の
攻
勢
が
東

シ
ナ
海
に
転
じ
た
場
合
、
米
国
の
日
本

に
対
す
る
抑
止
力
は
機
能
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
日
中
間

に
争
い
が
生
じ
た
場
合
の
米
国
の
「
関

与
の
度
合
い
」
が
問
わ
れ
よ
う
。
そ
の

結
果
に
よ
り
締
結
か
ら
六
十
年
を
経
た

日
米
安
保
は
変
容
を
遂
げ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

済
的
援
助
を
受
け
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
「
ス
カ
ボ
ロ
ー
礁
（
黄
岩
島
）」
で
約

二
カ
月
、
中
国
艦
船
と
に
ら
み
合
い
を

続
け
、
ベ
ト
ナ
ム
は
「
南
沙
（
ス
プ
ラ
ト

リ
ー
）
諸
島
」
を
め
ぐ
り
中
国
と
軋あ

つ

轢れ
き

が

あ
る
。
ま
た
、
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
近
海

で
の
資
源
の
開
発
計
画
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
パ
ネ
ッ
タ
国
防
長

官
は
六
月
二
日
に
シ
ャ
ン
グ
リ
ア
会
議

で
「
当
該
地
域
の
紛
争
を
平
和
理
に
解

決
す
る
た
め
に
、
中
国
は
行
動
規
範
に

基
づ
い
て
安
全
保
障
と
平
和
活
動
の
役

目
を
果
た
す
重
要
な
役
割
を
持
つ
」
と

中
国
に
対
し
て
「
行
動
規
範
」
を
受
け

入
れ
る
よ
う
に
求
め
た
う
え
で
、
米
国

は
二
〇
一
五
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
地
域
へ

保
有
す
る
一
一
隻
の
空
母
の
う
ち
六
隻

を
、
二
七
六
隻
の
艦
船
の
う
ち
六
〇
パ

ー
セ
ン
ト
を
投
入
す
る
と
述
べ
、
中
国

と
の
リ
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン

で
七
月
十
二
と
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

第
一
九
回
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ

Ｆ
）
は
、
南
シ
ナ
海
問
題
に
対
し
て
法

的
拘
束
力
を
持
つ
「
行
動
規
範
」
を
採

択
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
り
米
中
の
「
力

の
せ
め
ぎ
合
い
」
の
場
と
な
っ
た
。

こ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
会
議
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
島
嶼
国

（
親
米
）
グ
ル
ー
プ
は
、
領
有
権
問
題
で

法
的
拘
束
力
が
あ
る
「
行
動
規
範
」
策

定
に
向
け
た
記
述
を
声
明
に
盛
り
込
も

う
と
し
た
が
、
中
国
側
に
つ
い
た
議
長

国
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
オ

ス
、
タ
イ
な
ど
の
非
島
嶼
国
（
親
中
）
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
激
し
い
反
対
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
国
船
が
居
座
る
ス
カ
ボ
ロ
ー

礁
に
言
及
を
求
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
対
し

て
、
中
国
の
意
向
を
受
け
て
そ
れ
を
拒

絶
す
る
議
長
国
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
が
鋭
く

対
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
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